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⑩戊題目）
、心中シ

青森型健康づくり活動の倣E作りの｝提案～りんご栽培との連携～

⑩民審査の要旨）
本研究は、担金経済面に注目したf青森型健康づくり活動j の倣品作りを提案するものである。
第1章では、短寿命に関する先行研究では、医判句なアプロ ーチが多く、青森県の健康づくり活動も

同様であるとする。他方、付レスケアよりも社会経済面の水準が健康に大きく影響するといラ報告もあ
るが、これらを結ひもつける具体的な健康づくりの活動事例は見当たらないとする。

第2章では、長寿といわれる 長野県の健康づくりのモデルφ出設である長野県佐久地方でのJA長野厚生
連佐久総合病院の活動を中心に調査研究し、比較のために岩手県旧沢内村の事例を調査している。

第3章では、青森県つがる全峨の健康づくり活動を、津軽保健生協の活動を中以こ調査研究している。
そこでは組合員の自主的な活動が認められたが、組織力や他組織との連携に課題も認められ立。

第4章では、第 2 章と第3 章より、 (1）主導・支援する中核組紙及び（2）住民側の強い動機と継
樹快学習に注目した。主導・支援する組織としては医療機関や行政だけでは不村全である。

第5章では、住民の鰍都信認を行った。りんご農家は、他農産陶の販売農家と比較して鶴収入、機械
化の瀦もの他、ブランドカの低下が懸念される。調査の結果、日常作業の負荷で精神的な余裕がなく、
健康への意識が簿く、この負荷からの角轍（作業効率の改善）カ漣康づくりの仕組みの第一歩である。

第 6 章では～青森連盟健康づくりの討議且みを政策提言Jしている。第4章で確認したように、主導 ・ 支援
する組織として、医療機関明示政だけでは不十分である。そこで地域の健康づくりのfサービス提供者」
を新たに想定し、それが健診の受診などの短期的な健康づくり、そして健康教室の受講 ・ 予防という 長
期的な健康づくりを担う。またりんご農家の経獅鋭機づけとして、個体トレ｝サピリティシステムか
ら農作業指導システムにまでいたるサービスを試行i注産者インタビューを行った。

第7章では～全体の議論をまとめ、青森型健康づくりの倣Eみが個人に起因する健険機の向上と、
雑掲紡佐会経済環境に起因する健康k準の向上につながると結論づけている。

公開審査を含む審査の議論の中では本研究の学術的特色をより一層明確にすべきではないかという指 ’－

摘があり、今後、研究成果を進化・発展させて特色を説明することが期待される。
⑩錨鼠験結果の要旨） 最終猷験実施日：平成 .31年 2月 2日
本論文では医学的なアプロ ーチに偏重しがちな短寿命の解決策として、健診受診の向上という短期的

な健康づくりと、祉会教育による予防など 長期的な健康づくりを担う組織を、医療機関明子政以外に設
置するという政策提言を行っており独創性が認められる。その際、住民の経済的動機という，L哩面に踏
み込んだ視点を鼠見しており、医学的なアプローチを補完オる意義があると考えられる。

審査委員会では、学位論文審査基準の全項目において適切であり、本論文は博士の学位に相当する学
術ぬ意義があるものとして、全員一致で合格と判断し丸
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